


平成２７年度建設工事事故発生状況
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1

平成27年4月7日 河川災害関連工事 阿蘇地域振興局

○

左肩脱臼（全治
１カ月）、右足
脛骨骨折（全治
２カ月）、頭部
すり傷

チェーンソーにて立木を伐採中
に、根本から縦に裂けたことで、
立木が根本より２ｍ程浮き、倒れ
て被災者に当たった。

ＫＹ活動不十分

2

平成27年4月21日 道路改築補強土壁工工事 上益城地域振興局

○

３本抜歯
※休業２日

設置済のコンクリートパネル
（テールアルメ）が倒れ、約１．３
ｍ下で作業していた被災者の頭
部にあたった。

落下の危険のあ
る構造物の下で
の作業

3

平成27年7月8日 仮桟橋撤去工事 天草広域本部

〇

骨折（左足首、
骨盤）

仮桟橋上に設置したクローラーク
レーンの先端に起振機を装着し、
下方の鋼管杭の撤去をしていた
ところ、起振機及び鋼管がフック
から外れ、桟橋上に落下。付近
の作業員に鋼管が当たり、転落。

杭抜き機の用途
外使用

4

平成27年7月15日 橋梁下部工工事 宇城地域振興局

〇

肩の腱断裂（リ
ハビリ込みで休
業３カ月）

大型土のうをトラック荷台から
バックホウで横取りを行うに当た
り、荷台にいた作業員が退避す
る際に足を滑らせて１．３ｍ下の
地面に転落。

ＫＹ活動不十分

5

平成27年7月30日 橋梁耐震補強工事 阿蘇地域振興局

〇

右手人差し指
第１関節から先
を切断

落橋防止装置のブラケット式本体
部材を橋脚部材に取付ける作業
中、吊り位置を変更した所突発的
に本体部材が回転し、本体部材
上部に添えていた作業員の指が
本体部材と橋脚部材に挟まれ
た。

危険な施工方法
であり、特に指摘
すべき内容があ
る

6

平成27年10月20日 舗装新設工事 球磨地域振興局

〇

右大腿骨２か
所、右足首、左
大腿骨１か所
骨折

側溝設置個所の基面整正後に高
さ確認をしていたところ、背後の
法面が土砂崩壊（φ30～60程度
の岩石）し、作業員が腰程度まで
埋没。

作業開始前に点
検者を指名して、
作業箇所及びそ
の周辺の地山の
点検をしていな
い

7

平成27年11月26日 側溝整備工事 芦北地域振興局

〇

左肘付け根部
分骨折（全治
１ヶ月）

横断暗渠敷設替えの際、仮復旧
による埋戻し後に路面が沈下し、
その段差により原動付自転車が
転倒。（たて続けに２件）

発注者

も
ら
い
事
故

労働災害 事
故
状
況
等

死
傷
病
程
度

公
衆
災
害

工事名NO 事故発生年月日
事
故
要
因

事故の内容

調査中



（参考）事故調対象外案件（交通事故等）

NO

1

平成27年4月10日 舗装工事 天草広域本部

2

平成27年4月13日 河川激甚災害対策特別緊
急護岸工事

県央広域本部

3

平成27年6月25日 河川激甚災害対策特別緊
急護岸工事

阿蘇地域振興局

4

平成27年7月2日 除草維持修繕業務委託 上益城地域振興局

5

平成27年7月15日 道路美化対策委託 宇城地域振興局

6

平成27年8月5日 道路維持修繕（草刈）委託 阿蘇地域振興局

7

平成27年8月5日 道路維持修繕（草刈）委託 阿蘇地域振興局

8

平成27年8月12日 河川改修測量委託 県央広域本部

9

平成27年9月2日 学校屋内運動場改修工事 営繕課

10

平成27年9月15日 道路改良工事 鹿本地域振興局

11

平成27年9月17日 高校教室棟改築工事 営繕課

上層路盤材敷設作業中、元請が道路を横断している架空線
（有線放送ケーブル）があることを注意喚起したにも係わらず、
材料納入会社のダンプが粒調砕石を荷卸した後、荷台を下しな
がら前進したため、架空線に接触、電柱を折損した。（架空線の
断線はなし）。

事故発生年月日

休憩時間終了後、現場事務所から現場に移動中に動けなく
なった。（熱中症）

工事名称

掘削土砂搬出のダンプが、昼休みに休憩のため現場内の工事
用道路脇に停車していた別のダンプに接触した。

事  　　故　　　内　　　容発注者名称

道路下の法面及び縁石部の除草作業時、歩道上に設置してい
た「除草作業中」の看板を交通誘導員が移動させようとしていた
ところ、走行中のバイクが転倒し、バイクが誘導員に接触、負傷
したもの。

歩道植樹帯の除草作業のため交通誘導（２名）を行っていたと
ころ、直進してきた自動２輪車が誘導員に迫ってきて転倒。誘
導員に怪我なし。

河川工事で地盤改良施工中、電線への接近・接触に気づかず
に地盤改良機を移動し、高圧線(6600Vを)断線。停電戸数2076
戸(内5分以上66戸)、被害額約10万円。

草刈り作業中に交通誘導員が自動車を停止させたところ、５台
目のバイクが４台目の自動車へ追突。双方に怪我なし。

測量に伴い竹等の伐採を行っている最中に鎌で手の甲を切っ
た。

草刈り作業中に交通誘導員が自動車を停止させたところ、２台
目の自動車が先頭の自動車へ追突。双方に怪我なし。

竣工検査に備え、作業員が現場事務所周辺の片づけ作業中に
誤って軽油缶から油を流出させたもの。

突風の影響で仮囲いと足場が崩壊した。

他調査中、２件


